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神戸医療産業都市（KKOBE BBiomedical IInnovation CCluster）がお届けする、神戸の最新医療情報マガジン。

3人の病院長が語る、神戸医療産業都市の可能性

未来の医療を育む。
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と旧先端医療センター病院の眼科が一緒になって
できた、公立では全国的にも珍しい眼科専門病院
です。一般的な眼科診療だけでなく、希少疾患
や難治性疾患にも対応していますし、iPS細胞を
用いた網膜難病の治療開発など、研究も大きな役
割です。
杉多先生（以下、敬称略）　兵庫県立こども病院（以下、
こども病院）は、出生前から成人移行期まで、切れ
目なく子どもたちを診ている病院です。高度小児
医療の最後の砦として難しい症例を受け入れる一
方で、ご家族の支援もとても大切にしています。
11月からはホスピタル・ファシリティドッグ®「ミコ」※

貝原先生（以下、敬称略）　神戸市立医療センター中央
市民病院（以下、中央市民病院）は、高度急性期
医療を担う基幹病院です。24時間365日、救命救
急や災害医療、高度専門医療、周産期、がん診
療まで幅広く診ています。「断らない医療」を掲げて、
高度な医療が必要な患者さんを最後まで受け止め
る。それが私たちの役割だと思っています。
平見先生（以下、敬称略）　神戸市立神戸アイセンター
病院（以下、アイセンター病院）は、中央市民病院

も活動を始めます。医療だけではなく、子どもたち
が安心して過ごせる環境も一緒に作っていきたいと
思っています。

杉多　こども病院では、小児期から成人期への
移行期医療（トランジション）で中央市民病院にお
願いすることがあります。難しい症例についてご相
談させていただくこともありますし、本当に心強い
存在ですね。
貝原　ありがとうございます。でも、それが私たち
の役割なんです。一般小児科は地域の先生方に
お願いして、本当に専門的な医療が必要な患者
さんはこども病院にお願いする。そういう役割分担
が自然にできています。アイセンター病院とも渡り廊
下でつながっていますから、全身麻酔が必要な患
者さんや全身管理が必要な患者さんはこちらで診
ていますし、それぞれ得意なところを担当してい
るんです。私はよく「ジグソーパズル」と言うんで
すが、それぞれのピースがきれいにはまっている。
そんな感じですね。

平見　「ジグソーパズル」という表現は、本当に
その通りだと思います。当院でも遺伝性疾患では、
こども病院の先生にカンファレンスへ入っていただ
くことがありますし、全身管理が必要な患者さん
は中央市民病院へお願いしています。一つの病
院だけでは完結できない医療でも、この距離だか
らすぐ相談できますし、一緒に診ることができます。

それが、この地域の一番大きな強みではないで
しょうか。

貝原　今は全国どこの病院もそうですが、物価高
騰などもあって経営環境は本当に厳しいですね。
当院でも「持続可能な医療体制づくり」のための
見直しを進めています。医療は社会に欠かせない
インフラですから、現実から目を背けるのではなく、
どうすれば続けていけるかを考えていかなければな
りません。
杉多　こども病院も同じです。少子化は避けられ
ませんから、ダウンサイジング（病院機能の適正化）
は考えていく必要があります。ただ、それは必要
な医療を減らすということではありません。高度小
児医療をしっかり守るために、病院のあり方を見直
していくということです。
平見　専門病院も決して例外ではありません。限
られた規模の中で効率的な病院運営を考えなが
ら、医療の質は維持していく。その両立が、これ
からますます重要になると思います。
貝原　そうした状況だからこそ、人材育成はさら
に大事になります。働き方改革で、昔のように時間
をかけて教えることは難しくなりました。でも、「何
のためにその治療をするのか」という本質は、きちん
と伝えなければいけません。当院では海外研修制
度も続けていますが、若い先生には一度外へ出て、
いろいろな医療を見てきてほしいと思っています。3病院それぞれの強みが、

地域医療を支える

高度急性期医療、眼科医療、小児医療。それぞれ異なる役割を担う3つの中核病院は、神戸医療産業都市
（KBIC）という共通の環境の中で、互いの強みを活かしながら連携しています。この春就任した3人の病院長に、
各病院の使命や地域医療への思い、神戸の医療の未来について語っていただきました。

神戸から、未来の医療を育む。巻頭
特集

3人の病院長が語る、神戸医療産業都市の可能性

杉多 良文先生

兵庫県立
こども病院 病院長

平見 恭彦先生

神戸市立
神戸アイセンター病院 院長貝原 聡先生

神戸市立医療センター
中央市民病院 病院長



2

と旧先端医療センター病院の眼科が一緒になって
できた、公立では全国的にも珍しい眼科専門病院
です。一般的な眼科診療だけでなく、希少疾患
や難治性疾患にも対応していますし、iPS細胞を
用いた網膜難病の治療開発など、研究も大きな役
割です。
杉多先生（以下、敬称略）　兵庫県立こども病院（以下、
こども病院）は、出生前から成人移行期まで、切れ
目なく子どもたちを診ている病院です。高度小児
医療の最後の砦として難しい症例を受け入れる一
方で、ご家族の支援もとても大切にしています。
11月からはホスピタル・ファシリティドッグ®「ミコ」※

貝原先生（以下、敬称略）　神戸市立医療センター中央
市民病院（以下、中央市民病院）は、高度急性期
医療を担う基幹病院です。24時間365日、救命救
急や災害医療、高度専門医療、周産期、がん診
療まで幅広く診ています。「断らない医療」を掲げて、
高度な医療が必要な患者さんを最後まで受け止め
る。それが私たちの役割だと思っています。
平見先生（以下、敬称略）　神戸市立神戸アイセンター
病院（以下、アイセンター病院）は、中央市民病院

も活動を始めます。医療だけではなく、子どもたち
が安心して過ごせる環境も一緒に作っていきたいと
思っています。

杉多　こども病院では、小児期から成人期への
移行期医療（トランジション）で中央市民病院にお
願いすることがあります。難しい症例についてご相
談させていただくこともありますし、本当に心強い
存在ですね。
貝原　ありがとうございます。でも、それが私たち
の役割なんです。一般小児科は地域の先生方に
お願いして、本当に専門的な医療が必要な患者
さんはこども病院にお願いする。そういう役割分担
が自然にできています。アイセンター病院とも渡り廊
下でつながっていますから、全身麻酔が必要な患
者さんや全身管理が必要な患者さんはこちらで診
ていますし、それぞれ得意なところを担当してい
るんです。私はよく「ジグソーパズル」と言うんで
すが、それぞれのピースがきれいにはまっている。
そんな感じですね。

平見　「ジグソーパズル」という表現は、本当に
その通りだと思います。当院でも遺伝性疾患では、
こども病院の先生にカンファレンスへ入っていただ
くことがありますし、全身管理が必要な患者さん
は中央市民病院へお願いしています。一つの病
院だけでは完結できない医療でも、この距離だか
らすぐ相談できますし、一緒に診ることができます。

それが、この地域の一番大きな強みではないで
しょうか。

貝原　今は全国どこの病院もそうですが、物価高
騰などもあって経営環境は本当に厳しいですね。
当院でも「持続可能な医療体制づくり」のための
見直しを進めています。医療は社会に欠かせない
インフラですから、現実から目を背けるのではなく、
どうすれば続けていけるかを考えていかなければな
りません。
杉多　こども病院も同じです。少子化は避けられ
ませんから、ダウンサイジング（病院機能の適正化）
は考えていく必要があります。ただ、それは必要
な医療を減らすということではありません。高度小
児医療をしっかり守るために、病院のあり方を見直
していくということです。
平見　専門病院も決して例外ではありません。限
られた規模の中で効率的な病院運営を考えなが
ら、医療の質は維持していく。その両立が、これ
からますます重要になると思います。
貝原　そうした状況だからこそ、人材育成はさら
に大事になります。働き方改革で、昔のように時間
をかけて教えることは難しくなりました。でも、「何
のためにその治療をするのか」という本質は、きちん
と伝えなければいけません。当院では海外研修制
度も続けていますが、若い先生には一度外へ出て、
いろいろな医療を見てきてほしいと思っています。

持続可能な医療へ
病院経営と人づくり病院の垣根をこえて、支え合う

3病院の関係を「ジグソーパズル」に例える貝原先生。それぞれが得意分野
を担い、必要に応じて患者さんを受け入れ、補い合う。専門性の異なる病院
が、同じエリアに集積する強みを生かした、綿密な連携が根づいています。

厳しさを増す病院経営をはじめ、働き方改革や人材育成など、3病院共通の
課題にも話題は及びます。環境が変化する中でも医療の質を守り、次代を担
う人材をどう育てていくか、それぞれの立場から率直な意見を交わしました。
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研究につながりますし、新しい医療にもつながり
ます。この地域には研究機関や企業、スタートアッ
プが集まっています。現場で感じた課題をすぐ相
談できる、この距離の近さは神戸ならではの強み
ですね。
平見　私もそう思います。眼科は再生医療など
新しい技術との相性がいい分野です。研究者や
企業の方 と々も日頃から話ができますし、「こんな
ことができないだろうか」というアイデアが、その
まま研究や開発につながっていく環境があります。
病院だけでも企業だけでも限界がありますから、
それぞれが自然につながって、新しい医療を患
者さんへ届けられる。そういう環境が、これからもっ
と発展していくことを期待しています。
杉多　小児医療にも、「こんな医療機器があれ
ば」というアイデアはたくさんあります。ただ、そ
れを形にするには企業の技術だけでなく、薬事
承認などさまざまなハードルがあります。現場の
声を製品化まで一貫して支える仕組みがもっと充
実すると、子どもたちの医療もさらに良くなってい
くと思います。

貝原　医療の目的は、病気を治すことだけでは
ありません。その人らしい人生を送っていただくこ
とが一番大事です。患者さんの人生という大きな

平見　当院は女性医師が多いので、育児との両
立も大きなテーマです。みんなで支え合いながら
働ける環境を整えることが、結果として病院全体
の力につながっていくと思っています。
杉多　小児科医は育つまでに時間がかかりま
す。だからこそ、人を育てることは未来の医療を
守ることでもあります。DX（デジタル技術による
業務改革）やAIも活用しながら、「この病院で働
きたい」と思ってもらえる環境を作っていきたいで
すね。ところで、お二人は今も手術をされていま
すか。
平見　私は今も、手術も外来も続けています。
患者さんと直接向き合う時間は、やはり大切にし
たいと思っています。
杉多　私は週1回、外来と手術を続けています。
診療を通して見えてくることがありますし、スタッフ
と接する時間も大切にしたいと思っています。
貝原　私はもう診療部からは外れました。病院長
が現場へ入ると周りも気を遣いますからね（笑）。
でも、お二人が現場に立ち続けておられるのは、
本当にすばらしいことだと思います。

貝原　私は若い先生によく、「日々の診療で『な
ぜだろう』と思う気持ちを大切にしてほしい」と
話しています。その疑問を解決しようとすることが

神戸だからこそ、
新しい医療が生まれる

パズルの中で、医療も一つのピースです。だから
こそ地域の医療機関とも連携しながら、「高度急
性期は中央市民病院があるから安心」と思って
いただける病院であり続けたいですね。
平見　人生100年時代と言われますが、長生き
するだけではなく、最後までしっかり見える状態で
生活していただくことが大切です。そのためには
治療だけでなく予防も重要ですし、重症化させな
いことも私たちの役割です。iPS細胞を用いた医
療もさらに発展させながら、神戸から全国、そし
て海外へも新しい医療を発信していきたいと思っ
ています。
杉多　私たちは胎児期から青年期までを診てい
ます。成人期医療への円滑な移行を見据え、身
体機能の保持やQOL（生活の質）の向上を図ると
ともに、成人としての自立に向けた支援を行って
いくことが小児医療の重要な役割です。病院の
形は時代に合わせて変わっていくかもしれません。
しかし、子どもたちやご家族に寄り添う気持ちは
変わりません。ミコのような取り組みも大切にしな
がら、これからも子どもたちの未来を支えていきた
いと思います。

少子化を見据えて病院機能の適正化を進めつつ、高度小児医療を守って
いく重要性を語る杉多先生。DXやAIも活用した人材育成に力を入れ、将来
にわたって質の高い小児医療を届けられる病院づくりを目指します。

それぞれが描く、これからの医療

研究者や企業と日頃から交流でき、現場のアイデアを研究・開発へ直結さ
せられる環境に期待を寄せる平見先生。再生医療をはじめとする先進技術
を生かし、患者さんへ新たな治療を届ける取り組みを進めています。

神戸から、未来の医療を育む。巻頭
特集
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高度急性期医療を担う神戸市の基
幹病院。24時間365日の救命救急
体制をはじめ、高度専門医療、周産
期医療、がん診療など幅広い分野で
地域医療を支えるとともに、教育・研
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神戸市立医療センター
中央市民病院

眼科診療に特化した専門病院。再生
医療や難治性眼疾患など先進的な診
療・研究を推進し、研究機関や企業と
の連携を生かしながら、新たな治療
法の実用化にも取り組んでいる。

神戸市立
神戸アイセンター病院

県内の高度小児・周産期医療を担う
中核病院。新生児から思春期まで幅
広い医療を提供するとともに、小児
医療を支える人材育成や高度専門
医療の発展にも重要な役割を果たし
ている。

兵庫県立こども病院

神戸・ポートアイランドに近接して立地する、中央市民病院、アイセンター病
院、こども病院。それぞれ異なる専門性を持ちながら、距離の近さを活かし
て日常的に連携し、地域の高度医療を支えています。

ホスピタル・ファシリティドッ
グ®とは、専門的な訓練を受
け、医療チームの一員として
活動する犬。検査や治療への
付き添い、ふれあいなどを通
じて、入院中の子どもたちの
不安やストレスを和らげ、療養
生活を支えます。ミコは、西日
本のこども病院では初めてと
なる、病院専属のファシリティ
ドッグです。

神戸の医療を支える3病院

●多様な医療施設が集まる神戸医療産業都市

※ホスピタル・
ファシリティドッグ®「ミコ」

神戸市立医療センター
中央市民病院 本館

南公園駅

医
療
セ
ン
タ
ー
駅

神戸市立
神戸アイセンター病院

兵庫県立
こども病院

神戸低侵襲がん
医療センター
神戸低侵襲がん
医療センター

西記念ポートアイランド
リハビリテーション病院
西記念ポートアイランド
リハビリテーション病院

中央市民病院
井村記念南館
中央市民病院
井村記念南館

兵庫県立粒子線
医療センター附属
神戸陽子線センター  

兵庫県立粒子線
医療センター附属
神戸陽子線センター  

神戸大学医学部附属病院
国際がん医療・研究センター
神戸大学医学部附属病院
国際がん医療・研究センター

あんしん病院あんしん病院
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研究と人がつながる最前線
神戸から始まる、AI時代のサイエンス

イベント
レポート

～AI×ロボティクスによる研究開発プロセスの新たな実装に向けて～
AI for Science & Lab Automation Summit
日時：2026年7月15日　場所：神戸大学統合研究拠点 コンベンションホール
【主催】 神戸市・公益財団法人 神戸医療産業都市推進機構・国立研究開発法人 理化学研究所・国立大学法人 神戸大学・
アイパークインスティチュート株式会社　【特別協賛】 三菱商事株式会社

登壇者・パネリスト

神戸大学
先端バイオ工学
研究センター長
蓮沼 誠久 氏

Insilico Medicine, 
Senior Business
Development Manager
Jianyu（Daniel）Wu 氏

Lila Sciences, 
VP Head of
Life Science Product
Ryan Leung 氏

神戸大学
大学院医学系研究科
医療創成工学専攻教授
村垣 善浩 氏

アステラス製薬株式会社 
イノベーションラボ
ラボオートメーションリード
生田目 一寿 氏

理化学研究所
計算科学研究センター
（R-CCS）
センター長
松岡 聡 氏

　2026年7月15日、神戸大学統合研究拠点コンベンション
ホールで「AI for Science & Lab Automation Summit」
が開催されました。背景にあるのは、2026年1月に神戸市、
神戸医療産業都市推進機構、神戸大学、理化学研究所、ア
イパークインスティチュート、三菱商事、三菱商事都市開発
の7者が締結した連携協定です。研究機関・大学・企業の
交流と協働を促し、新たなイノベーションを生み出すエコシス
テムの形成を目指しています。
　サミットのテーマは、「AI×ロボティクスによる研究開発プ
ロセスの新たな実装に向けて」。国内外の研究者や企業が集
い、研究の自動化やAI活用の現在地、研究現場への実装に
ついて多角的な議論が交わされました。
　プログラム前半の基調講演では、次世代の計算・AI基盤
をはじめ、AIと自律型ロボットを活用したバイオものづくり、
医療現場の革新などが紹介されました。企業講演では、生
成AIと自律型ラボを活用した創薬や、研究現場で進む実験の
自動化（ラボオートメーション）など、先進的な取り組みが示
されました。
　後半のファイヤーサイドチャット（パネルディスカッション）
では、「自動化・AIが変える研究開発とバイオ・医療の民主化・
加速」をテーマに、研究者と企業の専門家が意見を交換。
AIや自動化によって研究のスピードや可能性が広がる一方、
未知の問いを立てる創造性や、実験で仮説を確かめることの
重要性などにも議論が及びました。

　サミットのクロージングでは本サミット主催団体の一つ、ア
イパークインスティチュートより、神戸医療産業都市に新た
に誕生するマルチテナント型ライフサイエンス研究開発施設
「アイパーク神戸」の紹介がありました。アイパークインスティ
チュートは神奈川県藤沢市で「湘南ヘルスイノベーションパー
ク（湘南アイパーク）」を運営しており、産学官によるコミュニ
ティづくりを重視したライフサイエンスエコシステムの形成を
当地で実現しています。「アイパーク神戸」は人と研究が交わ
る神戸の新たな拠点として、本サミットでも話題となったバイ
オものづくり・AIロボティク
スなど、ライフサイエンスと
の親和性が高い分野との重
層的な連携、研究・開発環
境の充実化に向け、2027
年（予定）の竣工に期待が寄
せられています。

AIとロボティクスが切り拓く、
研究開発の新たな可能性

研究者や企業の専門
家が登壇したパネル
ディスカッション。AI
や自動化による研究
開発の変化や可能性
について、さまざまな
視点から意見が交わ
されました。

アイパーク神戸（完成予定図）

理化学研究所
生命機能科学
研究センター（BDR）
呼吸器形成研究チーム
チームディレクター
森本 充 氏

理化学研究所
生命機能科学
研究センター（BDR）
バイオコンピューティング
研究チーム チームディレクター
高橋 恒一 氏
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　神戸市立工業高等専門学校で電子工学を学ぶ明 幸音
さん。電子回路や半導体、プログラミングなどの専門知識を
深めるかたわら、学外でもコンピュータに関する知見を広げ
てきました。
　プログラミングを始めたのは小学生の頃。高専入学後は
CPU※の構造や並列処理※など、コンピュータ内部の仕組み
にも関心を広げ、CPUの自作にも挑戦しました。また、「ス
パコン「富岳」体験塾」（一般財団法人 高度情報科学技術
研究機構（RIST）主催、理化学研究所計算科学研究センター
で開催）に参加し、スーパーコンピュータ「富岳」を使った
シミュレーションも経験しています。
　学外での活動にも継続して取り組み、ハッカソン※などに
積極的に参加して実践力を研鑽。昨年はIPA（情報処理推進
機構）の「セキュリティ・キャンプ」の選考を通過し、システ
ムの内部構造に関わる成果物を完成させました。
　さらに昨年12月には、神戸市主催の「量子技術と神戸の
未来」の討論会に、神戸高専の学生代表として登壇。大学
生や大学院生とともに、量子コンピュータを神戸の未来にど
う生かせるかについて意見を交わしました。討論会では、量
子コンピュータを一つの大規模な計算機としてではなく、よ
り身近な形で分散して活用する可能性について意見を発表し
ました。量子コンピュータの原理や産業での活用について
学んだ明さんは、将来的にはスマートフォンや自動車などに
も応用し、暮らしの中で活用できる可能性にも関心を広げて
います。

　高専入学後、神戸に「富岳」があることを知り、うれしかっ
たという明さん。「スパコン「富岳」体験塾」への参加など
を通じて「富岳」に触れ、プロセッサーや計算機の構造自
体にも関心を深めてきました。今回のR-CCSでのインターン
シップは、最前線の研究現場でさらに学びを深める貴重な機
会となります。
　将来の進路については、「可能性を限定せず探求したい」
と言う一方で、コンピュータについて学んで得た知識を新し
い技術の創出につなげたいという目標も。「自分が興味を持
ち、のめり込んで作ったものが、気づけば世の中に浸透して、
誰かの役に立っていたら一番うれしい」と話す笑顔が印象的
でした。
　「富岳」をはじめとする世界最高峰の研究環境が身近にあ
り、若者が学びを深め、研究者と接し、新たに挑戦できる
機会が豊富にある神戸。次代を担う人材の成長を支える環
境もまた、神戸の研究開発エコシステムを支える大きな柱と
なっています。

※CPU…プログラムの命令に従って計算やデータの処理、機器の制御を行う、
コンピュータの頭脳となる装置。

※並列処理…ひとつの大きな課題や計算を複数の処理単位に分割し、同時に実
行する技術。処理にかかる時間を大幅に短縮できる。

※ハッカソン…ハック(hack)とマラソン(marathon)を組み合わせた造語。エン
ジニアやプログラマーなどが集まり、特定のテーマに対して短期間で集中的にシ
ステムやサービスを開発・考案し成果を競うイベント。

AIやロボティクスなどの先端技術が、科学研究のあり方を大きく変えようとしています。
そして、新しい時代の科学をつくるのは、技術だけではありません。
研究機関や大学、企業、そして次代を担う若い人材が集まり、つながり合う街・神戸。
ここから生まれつつある、新たな研究と人のダイナミズムを紹介します。

学内外での学びを、社会に役立つ力へ

理化学研究所 計算科学研究セン
ター（R-CCS）の1階・展示エリア
は、平日（10:00～17:00）および
土日祝（10:00～16:00）に一般開
放しています。ぜひご利用ください。

展示エリア案内▶

神戸で学び、最先端の科学技術に触れながら、自らの可能性を広げる若い世代｡
理化学研究所計算科学研究センター（R-CCS）の国内インターンシップに選出された、
明 幸音さんの挑戦を紹介します。

学びと研究の機会がつなぐ、次世代へのステップ

神戸市立工業高等専門学校
電子工学科 4年生
明 幸音さん

NEWS

あきら とゆき

神戸市主催の「量子技術と神戸の未来」の討論会で発表する明さん（左）
と会場の様子（右）。
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お問い
合わせ

公益財団法人 神戸医療産業都市推進機構　経営企画部 事業推進課
〒650-0047 神戸市中央区港島南町6丁目3番地の7 クリエイティブラボ神戸５階
TEL 078-306-3506　FAX 078-306-17082026 秋vol.26vol.vol.vol.262626

 K B I Cってなんだろう？
ケービック

 KBICとは、神戸医療産業都市
（KOBE Biomedical Innovation Cluster）です。

神戸医療産業都市は、

1995年の阪神・淡路大震災からの復興プロジェクトとしてスタート。

神戸市の人工島・ポートアイランドに研究開発の拠点や複数の病院、

医療関連企業が集積し、日本最大級のバイオメディカルクラスターを形成しています。

市民の皆さまに最先端の医療を届けるための取り組みが進められ、

多くの成果があがってきています。ウェブサイトやメールマガジンなどで

情報をお届けしていますので、ぜひチェックしてみてください。

https://www.fbri-kobe.org/kbic/citizen/

神戸医療産業都市
ポータルサイト

ニュースやイベントなどさまざまな情報を配信!

市民向け 新神
戸駅

三宮
駅

神戸空港

KOBE Port 
Island

医療センター駅医療センター駅

計算科学センター駅計算科学センター駅

https://www.fbri-kobe.org/kbic/magazine/others/

神戸医療産業都市のトピックスをはじめ、セミナー、
イベントの情報を幅広くお知らせしています。

メールマガジン

https://www.facebook.com/kobeiryosangyotoshi/

イベントのお知らせやニュースなど、
最新の情報をいち早くご覧いただけます。

Facebook

KBICではさまざまなイベントを行っており、
学べる・遊べる・癒しのスポットもたくさんあります。

ご家族、お友達、お一人でも、ぜひお気軽にお立ち寄りください。
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